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修理工事 2,900
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平成２０年度 決算内容
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上野丸之内

４９０㎡

瓦葺、日干しレンガ積み上げ、
漆喰壁、排水工事

建設用地

建設面積（延床面積）

規模・構造

1

市内の類似施設

2

総事業費 千円31,100

配置（予定）人員 人

4
年間運営費

Ⅲ

対象等（何を、誰を）

旧崇廣堂

（※対象件数

根拠法令・要綱等 文化財保護法

千円

２次評価対象分

行革大綱の重点事項番号

事業種別 継続 補助 事業類型

中土塀に荒壁をつけ、屋根瓦を葺いた。 明治30年に御成門と有恒寮の移築に伴い、以前あった中
土塀にかわって、少し西へ新たに中土塀が建設されてい
る。しかし、近年漆喰壁にひびが入り、躯体と土壁が肌別
れして、訪れる市民や観光客に危険な状況になってきた。
壁土をはずして状況を調べたところ、躯体の日干しレンガ
が湿気のためにぼろぼろになっているのが確認された。
また、平成20年に東土塀の漆喰壁にひびが入って、壁土
が落ちてきた。
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平成１9年度 決算内容

保存修理を行なう。そのことによって、今後も長い期間にわたっ
て、旧崇廣堂において、市民は憩いの場や生涯学習の場として
利用することができる。

(千円)

運営主体

　
事 業 内 容 数量

平成２３年度 計画内容平成２２年度 計画内容
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0.20.2 人 1,440 人件費（Ｂ）

社会教育費

　 (千円)

文化財保護費

文化座保存整備事業

国史跡旧崇廣堂保存整備事業

2,900　 Σ

総合評価 事業の方向性

9679

3830

事業の成果を測る指標

修理工事進捗率

評価項目 ポイント

5,800

修理工事

事業費計(A)

人件費（Ｂ）

国指定史跡旧崇廣堂の中土塀を壊れた状態にしておくと危険である。保存修理工事を行なうことによって、市民の憩い
の場、生涯学習の場として活用することができる。国指定文化財として中土塀が造られた技術を遺す必要がある。

保存修理工事によって文化財を後世へ伝えることができる。

計画どおり平成19年度工事を終了させることができた。

国と県の補助を受けることができるので、一般財源の割合は低くなっている。

(千円)

平成２４年度 計画内容
事 業 内 容

人0.2

5,000　 Σ

国宝重要文化財等保存整備費補助金
50％、県活かそう美し国の文化財事
業・指定文化財等保存事業７％

その他特定財源の名称・補助基本額・
率
地方債の区分と充当率等

国宝重要文化財等保存整備費補助金
50％、県活かそう美し国の文化財事
業・指定文化財等保存事業７％
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50％、県活かそう地域文化提案事業・
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